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今月の表紙　第36回冬季町民スポーツ大会　スケート記録会　～リレーのスタートダッシュ！～

温故知新

高校時代は柔道に熱中

活汲　金田 哲男 さん

職員給与のあらまし

まちの話題　脳卒中の予防と兆候を学ぶ　オホーツク「脳卒中」町民公開講座

幻想的な明かりが街に灯る　第２回つべつアイスキャンドル点灯まつり



表１　人件費の状況　　　　　　 （地方財政状況調べ：普通会計）

・特別職に支給される給料、報酬などを含む。

表３ 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

表４ 職員の平均給料月額と平均年齢の状況　　

表２　職員給与費の状況（一般会計当初予算） （特別職を除く）

・職員手当は、退職手当、期末・勤勉手当を除いた諸手当の総額です。

・給与費は当初予算に計上した額で、教育長を含んでいます。

給与実態調査（平成24年4月1日現在）

給与実態調査（平成24年4月1日現在）

※ － 表示は該当者なし。

給与費とは人件費の中の職員給与

と諸手当の合計です。

この給与費の平成24年度の一般会

計における予算状況は、合計で5億

9,339万2千円。内訳は表２のとおり

となっています。

平成23年度決算の人件費は、町の

歳出総額の19.1％を占めています。

人件費とは、職員や特別職（町長、

副町長、議員、各種委員など）に支

給される給料や報酬のほか、使用者

が負担する健康保険や退職手当とい

った共済費なども含まれます。

町長、副町長、教育長、議会議員

の給料月額等と期末手当の支給割合

は、表５のとおりです。

給　 与　 費

特別職の給与・報酬等

役場職員の給与は、その職務に応じた給料と諸手当からな

っており、国家公務員やほかの地方公共団体などの給与との

均衡などに考慮した上で決められており、町議会で議決され

た条例に基づき支給されています。

町ではその職員の給与などの状

況について、町民の皆さんに対し

て、毎年、そのあらましを公表し

ています。

職員給与のあらまし

5,829万6千円 1億6,283万6千円4億3,951万7千円 6億6,064万9千円

区 分
給　　　　　与　　　　　費職員数

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B)

１人当たり

給与費

（B／A）
(A)

635万円
平　成
23年度 104人

5,316万円 1億4,520万7千円3億9,502万5千円 5億9,339万2千円 606万円
平　成
24年度 98人

区　分 歳出総額（A） 人件費（B） 人件比率（B／A）

平成23年度 55億2,014万円 10億5,182万円 19.1％

区　　　　分
経　　験　　年　　数

５年以上10年未満

一般行政職
大学卒

高校卒

技能労務職 高校卒

250,400円 288,200円

227,700円

10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

－

－－

332,800円 359,300円

287,100円

283,500円 342,500円

327,900円

342,100円 339,900円

一 般 行 政 職

平均給料月額 平均年齢

技 能 労 務 職

45.6歳

区 分

津 別 町 48.6歳

平均年齢平均給料月額 常任委員長

町　　長

副 町 長

教 育 長

議　　長

副 議 長

議　　員

給
　
　
　
料

報
　
　
　
酬

区　　分 給料月額等 期末手当

710,000円

600,000円

535,000円

278,000円

222,000円

199,000円

183,000円

6月期

1.95月分

12月期

2.0月分

計

3.95月分

表５　特別職の給料・報酬の状況　
（平成24年４月１日現在）

公表します

人　件　費

表８　部門別職員数の状況
（定員管理調査　各年4月1日：人）

表９　級別職員数の状況（教育長を除く） （平成24年4月1日現在）

総務省から提供された共通様式による情報を、町のホームページで公開しています。

４月中に更新予定ですので、どうぞご覧ください。

津別町ホームページ http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

問い合わせ先 総務課庶務担当 †76－2151（内線208、209）

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門

特
別
行

政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計

合　　　　計

区　　　分

部　　　門

職　員　数 対前年増減数

24年 23年 22年

2 2 2 0 ０　 0

28 32 33 －4 －1       1

5     5      5        ０ ０ ０

3         3    3   0     0         0

1    1      1    0    0 0

21 21 21 0             0 －1

4       2      2  2   0 0

14 15 15 －1       0   －1    

6     7      7  －1    0     0 

15 18 17  －3 1 0

9 9     9 0 0    －1

25 25 25 0     0 －1

82  89   89  -7 0 0  

121   129 129 －8       0   －2

24年 23年 22年

13 14 14 -1       0       0

標 準 的 な

業 務 内 容

職　　員　　数

構　　成　　比
平　成
23年度

区　　　 分 １　　　　級

主　事・技　師
保健師・公務補
技　手・介護員
栄養士・看護師
調理員

13 人
10.2 ％
14 人
11.7％

２　　　　級

1 人
0.7 ％
2 人
1.7 ％

３　　　　級

主　任・主任技手
主 任 介 護 員
主 任 調 理 員
主 任 公 務 補

33 人
25.8 ％
26 人
21.7 ％

57 人
44.5 ％
57 人
47.5 ％

５　級

課　　長

主　　幹

13  人
10.2 ％
14  人
11.7％

６　級

課　長

11 人
8.6 ％
7  人
5.8 ％

計

128 人
100 %
120 人
100 %

４　　　　級

職　　員　　数
構　　成　　比

平　成
24年度

主　事・技　師
保健師・公務補
技　手・介護員
栄養士・看護師
調理員

主　査
主 任 技 手
主 任 介 護 員
主 任 調 理 員
主 任 公 務 補

表６　主な職員手当の内容

q扶養手当 （平成24年４月１日現在）

配偶者がない場合

扶養親族でない配偶者を有する場合

配 偶 者 第 1 子

13,000円 6,500円 6,500円

｜ 11,000円 6,500円

｜ 6,500円

第 2 子世　帯　の　形　態

w住居手当

◆借家等の場合（家賃が12,000円を超えるものに限る）

家賃の額に応じて、27,000円を限度に支給する。

◆自宅の場合　　　　 2,500円 (新築、購入後５年間に限り1,500円加算)

他の助成制度を受けている場合は1,900円

扶養親族である配偶者を有する場合

6,500円

※満15歳から22歳の子については、5,000円を加算する。

職員手当には、期末・勤

勉手当、扶養手当、住居手当、

通勤手当など、いろいろな種

類があります。そのうち一

番大きいものが、民間の賞

与に当たる期末・勤勉手当

です。町の職員の場合は、

あらゆる手当の支給割合又

は額が条例で定められてい

ます。

主な職員手当の内容は表

６のとおりです。表６以外

にも通勤手当、特殊勤務手

当、管理職手当、寒冷地手

当などが支給されています。

平成24年４月１日現在の

職員数は、121人です（教育

長を含む）。これらの職員の

部門別配置は表８、また職

務、職階を表す級別の状況

は表９のとおりです。

なお、表８、表９の職員

数とは、地方公務員の身分

を持っている職員の人数で

す。身分を持つ休職者や派

遣職員などは含まれますが、

臨時職員や非常勤職員は除

かれます。

職 員 手 当

職員数の状況

e期末・勤勉手当の年間支給割合
（平成24年4月1日現在）

12月

６月

計

1.25カ月分

1.35カ月分

2.6カ月分

0.70カ月分

0.65カ月分

1.35カ月分

区　分 期　末 勤　勉 職務加算

有

津　別　町　と　同　じ

津
　
別
　
町

国

※職務加算（５～15％、国は5～20％）

区　　分

大 学 卒

級・号俸

短 大 卒

高 校 卒

決定初任給

一
般
行
政
職

１級25号俸

１級15号俸

１級５号俸

172,200円

152,800円

140,100円

表７　初任給の状況
（試験採用：平成24年4月1日現在）



方
に
登
録
い
た
だ
い
て
ま
す
。

ま
た
、
搬
送
さ
れ
た
方
々
は
無
事
出
産

に
至
っ
て
い
ま
す
。
搬
送
す
る
救
急
隊
員

も
産
婦
人
科
医
、
助
産
師
に
よ
る
研
修
会

に
参
加
し
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
の
で
、

妊
婦
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
脳
血
管
疾
患
患
者
管
外
直
接
搬
送
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

美
幌
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
作
成
し
た

「
脳
卒
中
ス
ケ
ー
ル
表
」
を
活
用
し
、
搬

送
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
脳
卒
中
の
疑
い

が
あ
る
患
者
を
、
関
係
者
に
同
意
い
た
だ

き
可
能
な
限
り
北
見
・
網
走
の
専
門
医
療

機
関
へ
、
専
門
医
師
か
ら
の
指
導
・
助
言

を
受
け
な
が
ら
直
接
搬
送
す
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

搬
送
さ
れ
た
方
の
約
７
割
が
、
そ
の
後

も
良
好
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
時

間
と
の
戦
い
で
あ
る
脳
卒
中
に
対
し
、
万

全
の
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

救
急
業
務
に
つ
い
て

津
別
町
と
美
幌
町
に
は
、
合
わ
せ
て
４

台
の
救
急
車
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
津

別
町
内
に
救
急
車
が
無
い
場
合
は
、
美
幌

町
か
ら
出
動
し
、
互
い
の
町
を
広
域
的
に

カ
バ
ー
す
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
中
の
津
別
署
管
内
に
お
け
る

救
急
出
動
件
数
は
、
１
９
３
件
と
昨
年
よ

り
19
件
の
減
少
、
う
ち
急
病
に
よ
る
出
動

が
１
１
４
件
と
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

搬
送
人
員
は
１
８
６
人
で
、
う
ち
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
１
４
９
人
。
全
体
の
８
割

を
占
め
て
お
り
、
急
速
に
進
む
高
齢
化
が

そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
傷
病
程
度

と
し
て
は
、
中
等
症
以
上
の
入
院
が
必
要

な
方
が
１
４
３
人
と
約
８
割
で
す
が
、
２

割
に
つ
い
て
は
入
院
の
必
要
の
な
い
軽
症

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
妊
婦
エ
ン
ト
リ
ー
ネ
ッ
ト
１
１
９
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

美
幌
町
の
産
婦
人
科
休
診
に
伴
い
、
北

見
・
網
走
の
産
婦
人
科
に
通
う
妊
産
婦
の

皆
さ
ん
の
不
安
解
消
を
目
的
と
し
て
、
事

前
に
簡
単
な
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
救

急
車
で
搬
送
す
る
制
度
で
す
。

制
度
開
始
か
ら
の
登
録
数
は
津
別
62
人
、

美
幌
４
１
０
人
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

も
う
お
済
み
で
す
か
？

問い合わせ先　美幌・津別広域事務組合　津別消防署グループ　†76－2189｠

■
町
外
医
療
機
関
直
接
搬
送
に
つ
い
て

専
門
的
な
治
療
を
受
け
て
い
る
方
や
、

医
師
か
ら
何
か
あ
っ
た
ら
う
ち
の
病
院
へ

と
言
わ
れ
て
い
る
方
な
ど
は
、
直
接
町
外

の
病
院
へ
搬
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ご
自
身
か
家
族
が
、
そ
の
病
院
に
電
話

し
、
対
応
し
て
も
ら
え
る
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
対
応
可
能
で
あ
れ
ば
、
救
急

隊
員
に
そ
の
こ
と
を
必
ず
伝
え
て
く
だ
さ

い
。救

急
隊
員
が
到
着
し
て
、
町
外
へ
の
搬

送
に
耐
え
ら
れ
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
可
能

な
限
り
直
接
搬
送
し
ま
す

消
防
署
か
ら
の

お
願
い

◎
命
に
か
か
わ
る
お
願
い
で
す

『
救
急
車
は
本
当
に
必
要
な
時
に
！
』

緊
急
自
動
車
（
消
防
車
・
救
急
車
）
の

走
行
の
際
に
は
、
次
の
事
項
を
守
り
運
転

し
て
下
さ
い
。
安
全
に
事
故
無
く
業
務
を

遂
行
す
る
た
め
に
、
運
転
者
・
歩
行
者
の

協
力
を
願
い
ま
す
。

q
交
差
点
で
は
徐
行
及
び
停
車
を
す
る
。

w
左
・
右
側
へ
の
車
線
変
更
は
し
な
い
。

e
違
法
駐
車
は
し
な
い
。

緊
急
性
が
無
く
自
分
で
病
院
へ
行
け
る

場
合
は
、
救
急
車
以
外
の
交
通
機
関
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
患
者
の
様
子
や
事
故

の
状
況
か
ら
、
急
い
で
病
院
へ
連
れ
て
行

っ
た
ほ
う
が
良
い
と
判
断
し
た
な
ら
ば
、

１
１
９
番
へ
通
報
下
さ
い
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

火災件数は６件、損害額は3,670千円です。

町民一人ひとりが火の取扱いに注意し、火災のない明るい町にしましょう。

【
平
成
25
年
２
月
１
日
　
運
用
開
始
】

★
美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
の
消
防
救
急
無
線

が
、
全
道
に
先
駆
け
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た
！

美
幌
町
に
は
、
美
幌
消
防
署
に
基
地
局
を
、
面

積
の
広
い
津
別
町
に
は
、
共
和
の
ス
キ
ー
場
の
頂

上
に
基
地
局
を
配
置
し
、
両
町
を
広
範
囲
に
カ
バ

ー
し
ま
す
。

★
デ
ジ
タ
ル
化
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
秘
匿
性

の
向
上
で
す
！

現
在
は
、
個
人
情
報
等
の
保
護
が
最
優
先
さ
れ

る
社
会
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
信
号
は
、
一
般
の
人
が
傍
受
す
る
事

は
出
来
ま
せ
ん
。
個
人
情
報
（
住
所
・
氏
名
・
部

屋
番
号
等
）
の
漏
え
い
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
通
信
指
令
室
か
ら
は
、
消
防
隊
（
救
急

隊
）
へ
正
確
な
情
報
を
素
早
く
伝
え
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

津
別
町
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
、

平
成
24
年
11
月
時
点
で
84
・
２
％
で
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
り
発
生

す
る
煙
を
感
知
し
、
音
や
音
声
に
よ
り
火
災
の

発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
焼
死
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
機
器
で
す
。

火
災
か
ら
大
切
な
『
い
の
ち
』
を
守
る
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
隊
か
ら
の

お
知
ら
せ

美幌

津 別

�



１
月
26
日
、
町
民
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
（
津
別
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
で
ス
ケ
ー
ト
記
録
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

小
学
生
は
、
学
年
に
応
じ
て
１
０
０
c
か
ら
１

０
０
０
c
ま
で
の
個
人
種
目
と
リ
レ
ー
種
目
に
エ

ン
ト
リ
ー
。
寒
さ
に
負
け
ず
、
力
い
っ
ぱ
い
の
滑

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
参
加
者
は
５
チ
ー
ム
が
４
人
一
組

の
リ
レ
ー
に
挑
戦
し
、
巧
み
な
滑
り
で
リ
ー
ド
を

広
げ
る
チ

ー
ム
や
、

な
か
な
か

ペ
ー
ス
が

上
が
ら
ず

周
回
遅
れ

で
ゴ
ー
ル

す
る
チ
ー

ム
な
ど
、

一
緒
に
冬

の
一
日
を

楽
し
み
ま

し
た
。

２
月
３
日
、
共
和
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
で

36
回
目
と
な
る
町
民
ス
キ
ー
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
小
学
生
を
中
心
と
し
た
選
手
た
ち
が
回
転
競

技
に
挑
戦
し
、
２
本
滑
っ
た
う
ち
タ
イ
ム
の
良
い

方
で
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
た
ち
は
青
空

の
下
で
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
揮
。
家
族
や
友

だ
ち
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
心
地
よ
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。

競
技
終

了
後
に
は

表
彰
式
が

行
わ
れ
、

入
賞
者
に

は
元
五
輪

選
手
の
川

端
絵
美
さ

ん
な
ど
か

ら
健
闘
を

称
え
て
賞

状
が
授
与

さ
れ
ま
し

た
。

２
月
９
日
、
津
別
小
学
校
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
第
10
回
子
ど
も
冬
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

津
別
・
活
汲
・
本
岐
の
各
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る

冬
を
楽
し
む
た
め
の
催
し
で
「
氷
柱
抱

き
つ
き
」
や
「
長
ぐ
つ
と
ば
し
」「
ゴ

ル
ポ
ッ
カ
」「
雪
玉
標
的
落
と
し
」
な

ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
楽
し
い
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
勢
ぞ
ろ
い
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
が
訪

れ
、
冬
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

み
ま
し
た
。

会
場
に
は
コ
コ
ア
や
焼
き
鳥
、
い
も

も
ち
等
の
温
か
い
飲
食
物
も
用
意
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

冬
は
遊
び
の
宝
庫

第
10
回
子
ど
も
冬
ま
つ
り
開
催

い
つ
ま
で
も
元
気
で
仲
良
く

長
寿
者
夫
婦
の
集
い
開
催

目
指
せ
！
　
ベ
ス
ト
タ
イ
ム

ス
ケ
ー
ト
記
録
会
開
催

町
議
会
議
員
選
挙

当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
る

２
月
13
日
、
町
民
会
館
で
二
人
合
わ

せ
て
１
４
０
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯
の

方
々
を
対
象
に
し
た
「
長
寿
者
夫
婦
の

集
い
」（
主
催：

津
別
町
社
会
福
祉
協

議
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

16
組
、
32
名
が
参
加
し
た
今
年
の
集

い
で
は
、
津
別
駐
在
所
の
鈴
木
篤
司
所

長
に
よ
る
雪
道
の
安
全
運
転
と
、
振
り

込
め
詐
欺
防
止
に
関
す
る
講
話
が
あ

り
、
皆
さ
ん
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

昼
食
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
用
意
し
た
寄
せ
鍋
を
囲
み
な
が
ら
、

和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
、
食
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

２
月
18
日
、
議
会
議
事
堂
委
員
会

室
で
、
津
別
町
議
会
議
員
選
挙
の
当

選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
い
、
12
日
に
告
示

さ
れ
た
一
般
選
挙
で
当
選
し
た
10
名

の
議
員
一
人
ひ
と
り
に
、
選
挙
管
理

委
員
会
の
福
井
全
雅
委
員
長
か
ら
当

選
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
続
い
て
同
委

員
長
と
佐
藤
多
一
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

証
書
を
受
け
取
っ
た
議
員
の
方
々

は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
新
た
な
意
欲

と
責
任
を
胸
に
、
議
員
活
動
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

写
真
集
「
つ
べ
つ
　
輝
く
光
彩
」

津
別
新
報
社
が
１
０
０
冊
寄
贈

１
月
26
日
、
中
央
公
民
館
で
第
７
回
オ
ホ
ー

ツ
ク
「
脳
卒
中
」
町
民
公
開
講
座
（
主
催：

オ

ホ
ー
ツ
ク
脳
卒
中
研
究
会
、
津
別
町
ほ
か
）
が

開
か
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
保
健
福
祉
課
の
織
田
保
健
師
が
、
津

別
町
の
脳
卒
中
患
者
の
現
状
と
健
診
の
重
要
性

を
説
明
。
続
い
て
美
幌
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
藤
田
院

長
が
、
脳
卒
中
の
初
期
症
状
と
救
急
車
を
呼
ぶ

目
安
に
つ
い
て
、
道
東
脳
神
経
外
科
病
院
・
木

村
院
長
が
、
脳
卒
中
の
最
新
治
療
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま

し
た
。

約
１
７
０
名
が
参
加
し
満
席
と
な
っ
た
会
場

で
は
、
受
講
者
た
ち
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
町

民
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た

回
転
競
技
で
タ
イ
ム
を
競
う

第
36
回
町
民
ス
キ
ー
大
会
開
催

点灯されたアイスキャンドル

２月２日、さんさん館を会場に第２回つべつ

アイスキャンドル点灯まつり（主催：同実行委

員会）が開催されました。

開会式に続いて、町内の中高生ボランティア

たちが手作りのアイスキャンドルに点灯。会場

を訪れた人たちは、幻想的な雰囲気の中で屋台

とカフェコーナーで販売された焼鳥やラーメン、

飲み物などを楽しみました。

また、多目的ホールではキャンドルナイトコ

ンサートが開かれ、NHKのど自慢北見地区大会

で優勝した高屋敷愛智さんの歌声や、マンドリ

ンアンサンブルの演奏などが披露されました。

津
別
新
報
社
（
相
澤
真
由
美
社
長
）

か
ら
町
に
、
写
真
集
「
つ
べ
つ
　
輝
く

光
彩
」
１
０
０
冊
が
寄
贈
さ
れ
、
１
月

21
日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
・

野
宮
貞
市
さ
ん
撮
影
に
よ
る
、
津
別
の

四
季
の
彩
り
を
収
め
た
写
真
集
で
、
昨

年
逝
去
さ
れ
た
前
社
長
・
相
澤
正
男
さ

ん
と
野
宮
さ
ん
が
同
じ
美
都
出
身
と
い

う
縁
も
あ
り
、
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
寄
贈
を

思
い
立
っ
た
そ
う
で
す
。

54
冊
は
今
年
の
新
成
人
に
、
46
冊
は

町
の
施
設
や
友
好
都
市
の
南
ア
ル
プ
ス

市
、
船
橋
市
等
に
贈
ら
れ
る
予
定
で
、

津
別
の
自
然
の
魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
良
い
機
会
に
な
り
そ
う
で
す
。

マンドリンアンサンブル・カノンの演奏

幻想的な明かりが街に灯る

第２回つべつアイスキャンドル点灯まつり

脳
卒
中
の
予
防
と
兆
候
を
学
ぶ

オ
ホ
ー
ツ
ク
「
脳
卒
中
」
町
民
公
開
講
座



介
護
保
険
制
度
が
普
及
す
る
中
、
高

齢
者
に
対
す
る
虐
待
が
社
会
的
な
問
題

と
な
り
、
平
成
18
年
に
『
高
齢
者
虐
待

防
止
法
』
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
は
、
介
護
者

が
病
気
や
介
護
疲
れ
に
よ
り
身
体
的
・

精
神
的
問
題
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
場
合

や
、
家
庭
の
問
題
で
家
族
関
係
が
不
安

定
に
な
っ
た
り
社
会
的
に
孤
立
し
て
し

ま
っ
た
場
合
な
ど
、
複
雑
な
要
素
が
重

な
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
q
身

体
的
虐
待
（
た
た
く
、
蹴
る
な
ど
）、

w
心
理
的
虐
待
（
怒
鳴
る
、
無
視
す

る
な
ど
）、
e
介
護
世
話
の
放
棄
・
放

任
（
食
事
を
与
え
な
い
、
必
要
な
介

護
を
受
け
さ
せ
な
い
な
ど
）、
r
経
済

的
虐
待
（
年
金
を
無
断
で
使
う
、
了

解
な
し
に
財
産
を
処
分
す
る
な
ど
）、

t
性
的
虐
待
（
本
人
が
嫌
が
る
性
的

行
為
、
失
禁
し
た
罰
に
裸
で
放
置
す

る
な
ど
）
を
、
高
齢
者
虐
待
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

や
医
療
機
関
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
、
自
治
会
な
ど
と
協
力
し

て
高
齢
者
の
虐
待
防
止
、
虐
待
を
受

け
た
高
齢
者
の
保
護
や
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
た
め
、「
津
別
町
高
齢
者
虐

待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
平

成
19
年
12
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
虐
待
を
未
然
に

防
い
だ
り
、
虐
待
事
例
が
発
生
し
た

際
の
早
期
発
見
・
対
応
の
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見
の
た
め

に
は
、
地
域
の
皆
様
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
「
お

や
？
　
最
近
な
ん
だ
か
様
子
が
お
か

し
い
な
？
」
と
思
う
こ
と
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
？
　
隣
近
所
の
ち
ょ
っ
と

し
た
気
づ
か
い
が
、
高
齢
者
と
介
護

者
を
救
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
で
悩
ん
で
い
る
方
は

い
ま
せ
ん
か
？
　
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
で
も
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

<

相
談
窓
口>

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
内
）

†
76-

２
１
５
８

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
等
の
名
義

変
更
や
廃
車
の
手
続
き
は
お
済
み
で
し
ょ
う

か
。軽

自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
現

在
で
所
有
し
て
い
る
方
が
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動

車
等
を
譲
ら
れ
て
所
有
者
（
使
用
者
）
が
変

わ
っ
て
手
続
を
し
て
い
な
い
方
、
も
う
使
用

し
な
い
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
等
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
今
年
も
課
税
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
方
は
、
名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
先
は
、
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
は
役
場
税

務
担
当
で
、
軽
自
動
車
は
軽
自
動
車
協
会

（
北
見
市
）
で
、
小
型
二
輪
は
北
見
陸
運
事

務
所
で
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
担
当
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

町
税
を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

本
税
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。
未
納

の
税
金
が
な
い
か
お
確
か
め
の
上
、
未
納
分

は
早
急
に
納
付
願
い
ま
す
。
ま
た
、
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
放
置
せ
ず
収
納
担
当
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

活
汲
で
永
年
、
牧
場
を
経
営
し
、

一
方
で
町
議
会
議
員
と
し
て
22
年
に

わ
た
り
津
別
の
発
展
に
尽
く
し
て
こ

ら
れ
た
金
田
哲
男
さ
ん
。「
地
域
の

方
々
に
支
え
ら
れ
た
お
か
げ
で
、
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
そ

の
道
の
り
を
振
り
返
り
ま
す
。

津
別
で
生
ま
れ
た
金
田
さ
ん
は
、

活
汲
小
学
校
、
同
中
学
校
を
経
て
美

幌
高
校
の
農
業
科
に
進
学
。
高
校
時

代
は
、
体
の
弱
さ
を
克
服
す
る
た
め

小
学
生
で
始
め
た
柔
道
に
熱
中
し
、

学
業
よ
り
柔
道
の
３
年
間
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

大
会
が
近
く
な
る
と
農
業
実
習
も

免
除
さ
れ
た
そ
う
で
、「
先
生
か
ら
、

お
ま
え
た
ち
実
習
は
し
な
く
て
い
い

か
ら
、
そ
の
ぶ
ん
柔
道
の
練
習
を
や

れ
、
と
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。
大
ら

か
な
時
代
で
し
た
」。

高
校
を
卒
業
し
た
昭
和
31
年
に
は

柔
道
着
を
脱
ぎ
、
家
業
の
牧
場
の
仕

事
に
打
ち
込
み
ま
す
。
当
初
は
活
汲

の
市
街
地
に
牛
舎
が
あ
り
ま
し
た
が
、

放
牧
の
利
便
性
な
ど
か
ら
昭
和
33
年

に
網
走
川
の
河
川
敷
に
移
る
な
ど
、

数
度
の
移
転
を
経
て
規
模
を
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。

金
田
さ
ん
が
町
議
に
初
当
選
し
た

の
は
昭
和
57
年
の
補
選
。
最
初
は
立

候
補
の
要
請
を
断
り
ま
し
た
が
、
地

域
の
人
々
の
支
援
を
受
け
て
、
町
政

に
関
わ
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

「
町
議
と
し
て
は
、
主
に
過
疎
対
策
と

上
下
水
道
の
充
実
に
取
り
組
み
、
特

に
郊
外
地
域
の
上
下
水
道
設
備
に
は

力
を
注
ぎ
ま
し
た
」。

ま
た
、
町
議
時
代
の
平
成
４
年
秋

に
起
き
た
、
台
風
に
よ
る
大
洪
水
は

忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
だ
そ
う
で
す
。

低
地
に
あ
っ
た
農
地
の
多
く
が
水
没

し
、
農
業
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
網
走
川
の

堤
防
化
工
事
が
一
層
進
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

町
議
を
勇
退
し
、
家
業
を
息
子
さ

ん
に
任
せ
て
か
ら
は
、
子
供
の
こ
ろ

に
覚
え
た
囲
碁
に
再
び
取
り
組
ん
で

い
る
と
い
う
金
田
さ
ん
。
唯
一
の
趣

味
と
し
て
、
楽
し
く
打
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

かねだ　てつおさん／昭和14年２月、津別町生まれ／74歳／活汲在住

さ
ん

高
校
時
代
は
柔
道
に
熱
中

金
田
　
哲
男
　

【419】

問い合わせ先 †76－2151 税務担当（220・221）
収納担当（218）

昨
年
４
月
か
ら
津
別
町
役
場
に
勤
め

て
い
る
大
竹
亜
沙
美
さ
ん
は
、
生
ま
れ

も
育
ち
も
津
別
町
。
津
別
小
学
校
、
津

別
中
学
校
を
経
て
北
見
柏
陽
高
校
に
進

学
し
ま
し
た
。「
卒
業
後
は
、
生
ま
れ

育
っ
た
町
の
た
め
に
働
き
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
、
役
場
へ
の
就
職
を
志
望
し

た
そ
う
で
す
。

産
業
振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ
に
配
属

さ
れ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
１
年
を
迎
え
る
大

竹
さ
ん
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
農

作
物
の
生
育
状
況
調
査
や
牧
場
管
理
な

ど
で
現
場
に
出
か
け
る
機
会
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、「
外
で
働
く
こ
と
が

好
き
な
の
で
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

他
に
農
業
委
員
会
事
務
局
職
員
と
し
て

農
業
者
年
金
な
ど
も
担
当
し
て
い
ま
す

が
、
上
司
や
先
輩
が
み
ん
な
優
し
く
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
気
軽
に

質
問
で
き
る
雰
囲
気
の
職
場
で
す
」。

今
後
の
目
標
と
し
て
「
様
々
な
仕
事

を
経
験
す
る
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

役
に
立
ち
、
同
僚
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ

る
よ
う
な
職
員
に
な
り
た
い
で
す
」
と
、

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

休
日
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ

り
、
友
人
と
買
い
物
に
出
か
け
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
町
の
た
め
に
働
き
た
い

大
竹
　
亜
沙
美

さ
ん

おおたけ　あさみさん／平成６年３月生まれ／

津別町役場勤務／西三条在住

原
付
や
軽
自
動
車
等
の

名
義
変
更
等
の
手
続
は

お
済
み
で
す
か

町
税
の
未
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か

地
域
で
高
齢
者
を
支
え
よ
う

〜
高
齢
者
虐
待
の
防
止
〜

高
齢
者
虐
待
と
は

地
域
で
高
齢
者
を
支
え
ま
し
ょ
う

『
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
　

ク
』
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す



★
「
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
」

日
　
時

３
月
10
日
（
日
）

午
前
10
時
出
発

コ
ー
ス

21
世
紀
の
森
（
手
作
り

コ
ー
ス
）

※
中
央
公
民
館
か
ら
バ
ス
で
移
動

し
、
21
世
紀
の
森
林
道
を
１
時
間

程
度
歩
き
ま
す
。
終
了
後
中
央
公

民
館
に
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

申
込
期
限

３
月
８
日
（
金
）
ま
で

募
集
人
数

30
名
（
先
着
順
）

※
道
具
の
な
い
方
は
、
貸
し
出
し
用

が
あ
り
ま
す
が
、
サ
イ
ズ
な
ど
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み

の
際
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所

中
央
公
民
館
正
面
玄
関

参
加
費

無
料
（
各
自
で
傷
害
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
）

準
備
す
る
物

運
動
し
や
す
い
暖

か
い
服
装
、
飲
み
物
、
歩
く
ス

キ
ー
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

in
チ
ミ
ケ
ッ
プ
」

「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
」
と
い
う
道
具
を

使
っ
て
、
雪
深
い
森
の
中
を
歩
き

ま
す
。
体
力
に
自
信
の
な
い
方
は
、

湖
の
周
り
を
散
策
し
た
り
、
ホ
テ

ル
で
お
茶
し
た
り
、
森
で
の
静
か

な
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
　
時

３
月
16
日
（
土
）

午
前
９
時
中
央
公
民
館
集
合
〜

午
後
２
時
頃
解
散

※
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

悪
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

コ
ー
ス
　
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
周
辺
の

森
、
見
晴
台
を
目
指
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
３
月
12
日
（
火
）
ま
で

準
備
す
る
物

暖
か
い
服
装
（
ス
キ

ー
ウ
エ
ア
、
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ

ー
な
ど
）、
防
寒
靴
（
長
靴
な
ど
）、

ス
キ
ー
ス
ト
ッ
ク
、
手
袋
、
帽
子
、

飲
み
物
、
着
替
え
、
お
や
つ

そ
の
他

・
保
険
加
入
は
、
各
自
で
お
願
い
し

ま
す
。

・
湖
の
周
り
を
散
策
す
る
方
は
、
ホ

テ
ル
で
お
昼
ま
で
の
時
間
を
待
っ

て
い
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ラ
ン
チ
情
報

チ
ミ
ケ
ッ
プ
ホ
テ
　

ル
で
食
事
を
し
ま
す
（
カ
レ
ー

セ
ッ
ト
１
２
０
０
円
）。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
生
涯
学
習
課

†
76-

２
７
１
３

所
得
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

が
３
月
15
日
（
金
）、
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
申
告
と
納
税
の
期

限
が
４
月
１
日
（
月
）
に
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
所
得
税
の
確
定

申
告
は
期
限
近
く
に
な
る
と
混
雑

し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

納
税
を
口
座
か
ら
引
き
落
と
す

振
替
納
税
を
利
用
す
る
と
所
得
税

は
４
月
22
日
（
月
）、
消
費
税
は
４

月
24
日
（
水
）
に
引
き
落
と
し
に

な
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
企
画
課

税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

所
得
税
、
消
費
税
の
確
定
申
告

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

オホーツク総合振興局では、12月、3月の各月を「滞納処分強化月間」とし

て道税の滞納整理に取り組んでいます。３月は、自動車税、個人事業税及び不

動産取得税などの道税全てについて滞納整理を進めることとしており、給与・

預貯金・動産などの財産差押えを行います。まだ、納税がお済みでない方は大

至急納税してください。納税についてのご相談は、オホーツク総合振興局税務

課納税係へお願いします。道税の納税には、便利な口座振替が利用できます。

３ 月 は 道 税 の 滞 納 処 分 強 化 月 間 で す

問い合わせ先　オホーツク総合振興局税務課納税係　†0152－41－0616
＜税務課HP＞ http://www.okhotsk.pref.hokkaido.lg.jp/ts/zim/

Ｂ
社
か
ら
電
話
で
「
Ａ
社
の
封
筒

は
届
い
て
い
な
い
か
？
　
Ａ
社
が
案

内
し
た
未
公
開
株
を
手
に
入
れ

た
い
が
、
案
内
さ
れ
た
人
し
か

購
入
す
る
権
利
が
無
い
。
我
が

社
の
代
理
で
購
入
し
て
く
れ
れ

ば
、
高
値
で
買
い
取
る
」
と
誘

わ
れ
た
。

他
社
が
送
っ
た
書
類
の
内
容

を
知
っ
て
い
る
な
ど
、
不
審
に

感
じ
る
。

高
齢
者
な
ど
を
狙
っ
た
「
儲

け
話
」
に
よ
る
被
害
が
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

「
未
公
開
株
」
や
「
フ
ァ
ン
ド
」、
鉱

山
の
採
掘
権
な
ど
の
「
権
利
取
引
」、

「
外
国
通
貨
」
な
ど
様
々
な
商
品
を
対
象

に
、
複
数
の
業
者
が
共
謀
し
て
買
わ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
「
買
え
買
え

詐
欺
」
と
呼
ば
れ
る
商
法
で
す
。

商
品
購
入
後
は
連
絡
が
取
れ
な

く
な
る
恐
れ
が
強
く
、
投
資
し
た

お
金
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

う
ま
い
儲
け
話
を
見
知
ら
ぬ
他

人
に
教
え
る
は
ず
は
無
い
事
を
、

肝
に
命
じ
ま
し
ょ
う
。

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 産業振興課

商工観光担当
†76－2151
（内線258）

「
買
え
買
え
詐
欺
」
に
ご
注
意
！

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

ＱA

平
成
25
年
度
の
奨
学
生
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限

４
月
16
日
（
火
）
ま
で

奨
学
金
の
額

▼
高
等
学
校
に
就
学
ま
た
は
在

学
の
方
は
１
カ
月
１
万
円

▼
大
学
・
専
門
学
校
に
就
学
ま

た
は
在
学
の
方
は
１
カ
月
２
万

５
千
円

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
７
２
）

３
月
、
４
月
は
進
学
や
就
職
な

ど
で
転
出
・
転
入
が
多
く
な
る
時

期
で
す
。
住
所
を
移
さ
れ
る
方
は
、

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

虚
偽
の
届
け
出
防
止
の
た
め
、

す
べ
て
の
届
け
出
に
つ
い
て
届
出

人
の
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
転
出
届
に
必
要
な
も
の
》

・
役
場
で
転
出
（
転
出
先
の
住
所

が
必
要
で
す
）
の
届
け
出
を
し
、

転
出
証
明
書
（
転
入
先
の
市
町

村
役
場
に
提
出
し
ま
す
）
を
お

受
け
取
り
下
さ
い
。

・
印
鑑

・
印
鑑
登
録
証
（
転
出
す
る
方
）

・
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
加
入
者
）

・
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
、
介

護
保
険
者
証

な
ど

《
転
入
届
に
必
要
な
も
の
》

・
転
出
証
明
書
（
転
入
前
の
住
所

地
の
市
町
村
役
場
で
発
行
さ
れ

た
も
の
）

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る

方
は
、
転
入
前
の
所
得
が
わ
か

る
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

《
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
の
異
動
》

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
が
異
動
す
る
場
合
は
、

カ
ー
ド
の
継
続
利
用
等
か
ら
役

場
担
当
部
署
に
事
前
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

届
け
出
先

保
健
福
祉
課
戸
籍
年
金
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
２
・
２
２
３
）

水
道
の
届
け
出

転
勤
・
就
職
等
異
動
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。
転
入
・
転
出

や
町
内
転
居
の
際
は
必
ず
水
道
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１
カ
月
以
上
家
を
留
守
に
す
る

場
合
は
、
事
前
に
給
水
停
止
手
続

き
を
し
て
お
く
と
、
留
守
の
間
は

水
道
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
先
　
建
設
課
上
下
水
道
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
５
４)

津波警報が変わります

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ † 76－2151

FAX    76－2976

津
別
町
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

雪
ど
け
が
進
ん
で
も

油
断
は
禁
物

住民企画課

住民企画

グループ

冬
の
寒
さ
は
峠
を
越
え
、
こ
れ

か
ら
次
第
に
気
温
が
上
が
っ
て
い

き
ま
す
が
、
こ
ん
な
季
節
は
道
路

は
特
に
滑
り
ま
す
。
そ
し
て
通
い

慣
れ
た
道
こ
そ
要
注
意
。
い
つ
も

な
ら
停
止
で
き
る
は
ず
の
速
度
で

ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
は
ず
が
オ
ー

バ
ー
ラ
ン
、
思
わ
ず
ヒ
ヤ
ッ
と
し

た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
滑

る
か
も
し
れ
な
い
、
自
動
車
や
人

が
飛
び
出
し
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
ら
の
「
か
も
し
れ
な
い
」

を
し
っ
か
り
と
頭
に
置
い
て
、
交

通
事
故
の
防
止
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
車
道
を
歩
く
歩
行
者
を

見
か
け
ま
す
。
車
道
の
方
が
き
れ

い
に
除
雪
さ
れ
て
、
歩
道
よ
り
も

歩
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
車
道
は
車
両

が
走
る
と
こ
ろ
。
万
が
一
、
足
を

滑
ら
せ
た
り
、
転
ん
だ
り
す
る
と
、

即
座
に
重
大
な
事
故
に
繋
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
歩
道
が
あ
る

と
き
は
、
そ
ち
ら
を
歩
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◎燃料油の盗難被害～美幌町・津別町
１月中、美幌町や津別町内において灯油、軽油を狙
った盗難被害が複数件発生しています。駐車中の大型
貨物自動車の給油タンクや建物施設の灯油タンクから
油が抜き取られ、盗まれています。燃料油の高騰に伴
い、道内全域で被害の拡大が予想されるため、深夜、
不審者や不審車両を見かけたときは、すぐに110番ま
たは美幌警察署（†72－0110）まで通報してください。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

転
出
・
転
入
を
さ
れ
る
方
は

届
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平成25年3月7日より、新しい津波警
報の運用を開始します。
これに伴い、津波警報・注意報の発
表方法や、予想される津波の高さおよ
び津波観測に関する情報の表現方法が
新しくなります。また「沖合での津波
観測に関する情報」を新設し、津波が
沿岸に到達する前に沖合の津波の状況
や、沿岸に到達する時刻および津波の
高さの推定値をいち早くお伝えします。
津波警報は、津波による災害の発生
が予想される時に発表する重要な情報
です。津波警報を見聞きしたら、直ち
に安全な場所へ避難をお願いします。

※詳しくは札幌管区気象台ＨＰで
http://www.jma-net.go.jp/sapporo/

問い合わせ先
網走地方気象台防災業務課
†0152－43－4349

≪インターネット申込期間≫

総合職試験（大卒程度）：4月1日（月）～4月8日（月）

一般職試験（大卒程度）：4月9日（火）～4月18日（木）

一般職試験（高卒者）：6月24日（月）～7月３日（水）

申込専用アドレス
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

問い合わせ先
人事院北海道事務局試験係　†011-241ー1248

国家公務員採用試験のお知らせ
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年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222、223

◎付加年金の保険料は４００円

定額保険料に付加保険料をプラスして

納付すると、将来受け取る老齢基礎年金

に付加年金が上乗せされます。

納めた付加保険料は、将来、付加年金

として２年間受け取ると、３年目以降は

「もらい得」になる大変お得な制度です。

◎いくら上乗せされるかというと…

受け取る時の付加年金額の計算式

200円×付加保険料納付済月数

例：付加保険料を10年間納めた場合

○付加保険料（支払う額）

400円×10年(120月)＝48,000円納めると

１年間に受け取る付加年金額は･･･

受け取る時は、１か月200円で計算さ

れますので、10年間納めた場合は、年間

2,400円×10年＝24,000円の増額（年間）

となります。

したがって、２年間で納めた付加保険

料と同額となるため大変お得です。

◎付加年金に加入できる人

国民年金の第１号被保険者と65歳未満

の任意加入被保険者です（国民年金基金

に加入中の方は加入できません）。

年金をお得に増やせます
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対象者 全町民（３歳以下は無料です）

交付に必要なもの 印鑑（世帯ごとに交付します、

世帯員であればどなたでもけっこうです）

交付場所　３月26日（火）は下記の場所と時間で行います。

３月27日（水）以降は役場戸籍年金窓口（５番）で行います。

交付数　大人（中学生以上）、小人（４歳から小学生まで）各５枚交付

問い合わせ先　産業振興課商工観光担当　†76-2151（内線256）

対象者 q 70歳以上の方（昭和18年４月１日までに生まれた方）

w３級以上の身体障がい者手帳をお持ちの方（寝たきり等バス乗車が不可能な方は除きます）

e 療育手帳をお持ちの方（A判定:B判定）

r 精神保健福祉手帳をお持ちの方

t w・eのうち、ひとりでバスに乗車できない方の介護者

（wは第１種の方、eは18歳未満又はA判定の方）

申請に必要なもの　印鑑（代理申請の場合は代理者の印鑑も必要です）

申請場所 ３月26日（火）は下記の場所と時間で行います。

３月27日（水）以降は役場福祉担当窓口（14番）で行います。

問い合わせ先　保健福祉課福祉担当 †76－2151（内線233）

◆ランプの宿 森つべつ町民入浴優待券（全町民）

●バス無料乗車券（北見バス用：開成線、美幌線）

�

◎保険証に

■更新期間　　　　　３月18日～29日まで

■更新が必要な人　　津別町を離れて通学している方

■更新に必要なもの　保険証・印鑑・在学証明書(※)

■更新窓口　　　　　役場o番国保担当窓口

●次の方も手続きが必要です

卒業後も国保の方 → 資格区分変更届

社保に加入した方 → 国保の喪失届

＜詳しくはこちらに問い合わせください＞

保健福祉課国保担当　†76－2151（内線229）

※必要な在学証明書は、新学年分となります。４月以降の

証明書が必要となりますので保険証を更新した後、各学

校より取り寄せの上、国保の窓口へご提出ください。

70歳から74歳の方の医療機関に支払う一部負担金について、

平成25年度も従来の１割に据え置かれることになりました。

これに伴い、高齢受給者証が更新になりますが、新しい受給

者証は該当被保険者宛に郵送させていただきます。

平成25年３月31日で有効期限が切れます！

◎高齢受給者証（70歳～74歳までの方）が

更新になります。

学の表示がある方

問い合わせ先　建設課道路車両グループ　†76－2151（内線249）


